
 

 

「落部中学校いじめ防止基本方針」について 

 いじめは、「どの学校でも、どの学級にも、どの生徒にも起こりえる」重大な問題です。  

本校では、生徒が楽しく豊かな学校生活を送ることができる、いじめのない学校をつくるため、以下のように組織的ないじめ問題への対応を行います。 

そのために、「落部中学校いじめ防止基本方針」をつくり、「生徒指導対策会議」による取組をしています。 
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                       望ましくない集団 

「生徒指導対策会議」 

情報共有 

 

 

                             

 

具体的な方策 

           

学  校 

・暴力・嫌がる行為・金銭の要求・たかり 

・いやがらせ・悪口・無視・ネットでの中傷 等 
※「暴力を伴わないいじめ」は、多くの生徒が入れ替わりな
がら、被害者にも加害者にもなりえます。 
また、『やった方は「遊び・ふざけのつもりだった」けれ

ど、やられた方には深刻ないじめになっていた』という事例
はたくさんあります。 
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令和５年 ４月 １日 
八雲町立落部中学校 

 

被害生徒 

 
 

『学校運営協議会』 

平成３０年度から、落部

小中校区に学校運営協議

会が発足し、落部小中「コ

ミュニティースクール」

が導入されています。 

地 域 住 民 

目 的 いじめの未然防止・早期発見・早期解決・再発防止の
中心となる 

構 成 校長・教頭・生徒指導部長・養護教諭・学年主任 
・外部の有識者（町教委派遣） 

役 割 ①いじめ防止等の取組（生徒・保護者へのいじめ防止の啓発） 

②いじめ発生時の対応（事実確認・情報集約・外部連携）  

 

八雲町教育委員会 

警察・落部駐在所 

福祉機関 

医療機関 

民生委員 

児童委員 

法務局 等 

関係機関 
 

①望ましい仲間づくりを推進し、特別の教科道徳や体験活動、及び人権教育の充実を図ります。 
②前・後期に「いじめ実態調査」を実施して、生徒理解の充実を図ります。 
③いじめの兆候を察知するために、平時から生徒との関わりを深め、その情報共有を図ります。 
④生徒相互及び生徒と教職員のコミュニケーションの確立を図ります。 
⑤保護者と教職員の信頼関係の確立を図ります。 
⑥教育相談活動の充実を図ります。 

教諭・事務職員 

支援員・指導員 

スクールカウンセラー 

連携 

連携 

本校では、このように

いじめの未然防止と早期

発見・早期解決・再発防

止に取り組みます。保護

者の皆様の御理解と御協

力をよろしくお願いいた

します。 

何かあれば、落部中学

校に気軽にお知らせくだ

さい。℡ ６７－２０４２ 

 

・子どもとの対話 

・学校との日常的な連携 

保 護 者 


